
報道関係各位

件 名 医療従事者のみなさまへ

～ 飯能市長から感謝のことば ～

１ 概要

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、不要不急の外出の自粛、手洗い

や咳エチケットの徹底のほか、感染リスクの高くなる、いわゆる「3密」を避

けていただく呼び掛けが実施されております。しかしながら、連日、新たな感

染者が報告されるなど収束の兆しが見えない状況にあります。

こうした中、医療現場では医師や看護師により、感染症患者に対する懸命な

治療や看護がおこなわれております。

感染リスクの極めて高い医療現場に身を置き、感染症患者の治療にあたる医

療従事者のみなさまへ感謝の意をお伝えすべく、大久保 勝 飯能市長の「感謝

のことば」を、一般社団法人埼玉県医師会及び一般社団法人飯能地区医師会に

お送りいたしましたのでお知らせいたします。
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新型コロナウイルスは、人の命と健康に重大な影響を与え、暮らしや社会経済

に大きなダメージを及ぼしています。

国においては、「新型インフルエンザ等対策特別措置法」に基づく「緊急事態

宣言」を全ての都道府県に発出し、埼玉県からは「緊急事態措置」が示されまし

た。

本市におきましても、市民のみなさまの不要不急の外出の自粛、手洗いや咳エ

チケットの徹底のほか、感染リスクの高くなる、いわゆる「３密」を避けていた

だく呼び掛けを実施するなど、新型コロナウイルスの感染防止に努めて参りまし

た。

しかしながら、こうした取り組みにも関わらず国内での感染者数は増加し、感

染経路が明確でない感染例も次々に報告されております。多くの国民が感染への

不安と命への危険を感じ、連日の報道に耳を傾け、自らの行動によって感染防止

に努めている状況です。

このような中、医療現場に身を置く医師や看護師のみなさまは、極めて高い感

染リスクのもと、昼夜を問わず患者の命を繋ぎとめるための医療行為を懸命に続

けております。適切な処置と献身的な看護、何よりも医療従事者としての使命が

医療の現場を支えています。

医療・検査等に従事する医師や看護師をはじめ、医療関係者のみなさま、人工

呼吸器などの医療機器、医療用品の製造に携わるすべての関係者のみなさまのご

労苦に、心からの敬意と感謝を申し上げます。

り患された方々が健康を取り戻し、再び元の生活を送るためには、医療に従事

するみなさまのお力が不可欠です。新型コロナウイルスという見えない敵、国難

を乗り切るために、本市といたしましても全力で支援して参りますので、引き続

き医療活動にご尽力賜りますようお願い申し上げ、感謝の言葉といたします。
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